
資料２

鶴見川流域・印旛沼流域等
における取組について



鶴見川流域の水循環系構築に向けた下水道の取組の課題と対応

○下水道に関する取組の第1ステップ：関
係者からなる検討会の設置

○当面の目標

・流域で連携した普及啓発活動の展開
・地域最適解から流域最適解の実現に
向けた合意形成へ

・下水道管理者（県、関連市）、河川管理
者、流総計画担当者、国（河川部、建政
部）から構成する検討会を立ち上げ。
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１ 鶴見川水マスタープランの策定後、同マスタープランに基づくアクションプランの策定、その実施を、いかに地域の理解を得ながら進め
ていくかが課題
２ 下水道に関しては、各都市で汚水対策（高度処理含む）、雨水対策（貯留浸透含む）、処理水の活用、水辺の再生等、多様な取り組み
を進めているものの、流域住民等への情報発信が不十分で、理解が十分得られていない
３ また、流域間での下水道部局や関連部局、地域住民等との連携・交流に欠ける面があり、単発的な取り組みとなっている面が見られる

○特徴・課題点（第２回流域管理小委員会で提示）

下水道整備による鶴見川の目標水質（東京湾流総計画より）

・河川管理者における取組や各下水道管
理者の取組の状況、東京湾流総計画に基
づく流域の目標水質について、情報共有。
・その上で、上記課題点に対する認識の共
有、解決に向けた取組等を提案



鶴見川における下水道の取組の課題と対応
（関係者間で共有された課題）

・市民生活において、河川の存在は疎遠になってお
り、人と川をつなげる下水道の役割に対しても、関
心は希薄
・特に、子供にとっては、下水道の整備により、鶴見
川をはじめ、都市内河川の水質が劇的に向上して
きた経過は実感できない

課題１：下水道の役割が理解されていない

・下水道の役割のPRの際に、流域内の住民と下水道、
河川のつながりを意識してもらうような工夫をしていく

（例：横浜市ホームページ キッズページ）

・過去の河川の汚濁状況とその改善状況を実感できる
ようなPRに留意する

課題への対応

例：横浜市環境創造
局子供向けホーム
ページ

子供が使った水が下
水道を経由して処理
され、川に流れていく
ことを、図を活用して
説明



鶴見川における下水道の取組の課題と対応
（関係者間で共有された課題）

・流域の水循環系構築について意識の高い市民にとっては、
下水道の分野は、自分が自主的に取り組むことが出来る取
組が少ないか、皆無。
・これまで、下水道管理者からは「ゴミや油を流さないようにし
ましょう」のような、下水道使用に当たっての注意点等の情
報しか提供してこなかった。
・市民から使用料金を徴収して運営しているため、下水道管
理者が市民に対し、さらなる何らかの取組を依頼することが
言いにくい感覚がある。

課題２：下水道における市民の取組分野が少ない

・流域の水循環系構築について意識の高い市民に
対して、「私たちに何が出来るか」という問いに対
する答を出来るだけ準備して、情報発信に努める。

・使用料金については、別途その使途等の情報提
供に努める。

課題への対応

（例：東京都 「油・断・快適」 取組
下水道未来研究会 「下水道LOHASの提案」）

洗濯は晴れた日にするよう呼びかけるポスターと、何故雨の日の選択が川の汚
染につながるかを合流式下水道との関係で説明（下水道未来研究会「下水道
LOHASの提案」より）

下水道に油を流したときの影響を分かりやすく説明すると共に、家庭でできる対
策を、身近な問題（ダイエット）と関連付けて提言した取組の例
（東京都下水道局HPより）



鶴見川における下水道の取組の課題と対応
（関係者間で共有された課題）

・現在のBODなどに代表される水質指標は、市民に

とって分かりにくいため、「BODの改善」などの水質

改善の目標を掲げても、河川の水質改善に対する

市民の意識が高まらない

課題３：指標としての「水質」は、分かりにくい

・河川の水質につき、現況、将来目標値に加え、かつ

て清流だった時期、汚濁が進行した時期の水質に

ついて分かりやすく示すと共に、下水道終末処理場

からの放流水質、将来の高度処理実施時における

放流水質と河川水質との関係についても、分かりや

すく説明していく。

課題への対応

・同じ鶴見川でも、河川管理者が国、県、市に分か

れており、流域の取組についても、そこから個別に

下水道管理者に伝達されるため、流域一体となっ

た取組という感覚を、関係者間に生み出しにくい

課題４：主体が複数にわたることによる課題

・現状は、鶴見川の流域のイベントは「流域協議会」

が主催となって行っているものが多い。このため、

下水道管理者もこの取組に連携して参画するよう

検討（H19年度は、活動計画に反映）

・流域を歩くイベントのルートに、下水道施設を組み

込むことにより、下水道の役割の積極的PRを図る

（最低限、トイレの共用などのサービス提供を進め

る）。

課題への対応



○ 特徴・課題点
１．地域住民と行政が一堂に会した計画の策定、両者による意見交換会の実施（わいわい会議）、新たな提案に対する両者の連携による
施策の効果検証（みためし行動）等を通じて、印旛沼流域にとって最も望ましい水循環構築に向け、地域住民との連携による取り組みを
進めている。

２．地域住民等のうち、キーパーソンとなる方に計画段階から参画頂き、実践においても協力してもらうことにより、地域住民等との継続的
な連携活動が可能となっている。

３．一方、下水道の取組については、下水道の整備（汚水処理）及び接続の推進が計画に位置づけられているに過ぎない。また、下水道に
よる雨水対策も位置づけられていない。この様に水循環系構築における下水道の役割が地域住民の目から見えにくいものとなっている。

印旛沼における下水道の取り組みの課題
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○下水道に関する取組の第１ステップ
・河川管理者、下水道管理者、流総計画策定者、国（地方整備局
（河川部、建政部））により情報を共有
⇒各主体の印旛沼に関連する取組の状況、流域の目標水質（流
総計画）等

・上記課題点に関する認識の確認。解決に向けた取組の提案等
・下水道部局から流域（行政、住民）に発信すべき情報の確認。

○当面の目標
・印旛沼の水環境に与える下水道の効果の流域への普及啓発
・流域の取組（みためし行動等）のサポートための情報発信

高度処理に
より放流



○印旛沼の水質改善に対する下水道の効果を的確に
流域関係者・住民に伝えるための情報の整理

・流入負荷量の減少に大きく寄与。
・今後は下水道の普及拡大とともに農地等からの汚濁負荷削
減に努めることが必要。

印旛沼流域における下水道の果たす役割

・下水道の広報ツールにこれらの情報を反映。
・「出張下水道教室」（千葉県下水道公社主
催）でもＰＲ。

・流域関連市町担当者への普及啓発

○流域住民と連携して進められる施策の後押しとな
る情報を下水道側から発信。
（例）雨水浸透ます（浸水対策として実施）の水質改善に対す
る効果をＰＲ。

・流域関連の市町担当者への普及啓発。
・印旛沼流域水循環健全化会議等への情報発信。

下水道整備の普及拡大により、東京湾へ系外放流され、
生活系の排出負荷量が減少。

生活系内訳(2,350kg／日）
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排出負荷量とは別に、下水道による系外放流負荷
量は約1,300（kg／日）あり、これは印旛沼の水質
改善に大きく寄与。
（なお、印旛沼流域の２つの下水処理場では、東京湾の水環
境に配慮し、高度処理を実施）


